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22データの解像度
オリジナルの解像度は、2078×2970ピクセルに対し、陶板
は2016×2948であった。この差は被写体とカメラの距離、
そして被写体の傾きの違いによると考えられる。色の検証で
はピクセルごとの色の比較を行うため、解像度をそろえる必
要がある。複製した範囲は横42cm×縦60cmなので、lピク
セルは約0.2mmと計算できる。P.59に複製陶板の顕微鏡写真
を示す。通常の印刷と同様に、顕微鏡写真ではCMYKのド
ットが確認でき、その集合で色を作り出していることがわか
る。1上。クセルにあたる0.2mmは、色のドットよりも小さく
この解像度では色の比較を行うことができない。また、オリ
ジナルと陶板の画像を重ね合わせた際にも部分的にずれが生
じている可能性があり、正確に精度分析を行うには解像度が
高すぎると考えられる。できるだけ高解像度での分析も計算
上は可能だが、色を検証するための適正解像度を検討するこ
とにした。
色差計は印刷物の色比較にも使われている。ちなみに、現
地調査に使用した分光色差計NF333(日本電色工業社製）の
計測径は8mmである。これを印刷物の適正解像度と仮定す
る。陶板の印刷線数は、計測によると、一般印刷物の約3倍
であったため、今回の分析に用いる適正解像度を8mmの3
倍､25mmと設定した｡解像度を変更した画像をFig.4に示す。
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Fig.3複製陶板の撮影の様子
2データ
2．1データの作成
撮影環境の違いによる色合いと光ムラを除去するため、以
下の手||頂で基本となる画像データを作成した。
まず､Photoshopを用いて4種類のすべての画像を重ね合わ
せ、陶板の輪郭で切り取り、保存する。
そして、独自開発したカラーチャートを利用した高精細写
真の色補正プログラムを使用して、18%グレー反射板の色補
正を行う。色補正プログラムには画像にカラーチャートが写
っていなければならないが、そこで得られた補正トーンカー
ブをカラーチャートなしの画像に該当させることができる。
その後、RGBからLabに表色を変換し、保存する。18%グレ
ー反射板の色は均一であるため、どのピクセルにおいてもL*、
a*、b*の値は同じでなければならないが、実際には光ムラに
よって値が同じになっていない。そこで、L*、a*、b*それぞ
れについて、全ピクセルの値を平均し、各ピクセルにおける
平均との差を光ムラによる補正値とした。
次に複製陶板の画像を調整する。18%グレー反射板の時と
同様にまず色補正プログラムを使用して、カラーチャートを
基準にした色に補正する。そして、RGBからLab表色に色を
変換する。ここで、先ほど作成した光ムラの補正値をすべて
のピクセルで、L*、a*、b*値に加算する。
18%グレー反射板、カラーチャートを利用した色補正プロ
グラムの2つを駆使し、オリジナルの撮影環境と同じ環境で
の撮影写真をコンヒ･ユータで計算して導き出した。
オリジナルと陶板を上・クセルごとに比較できるようにする
ため、Photoshopで2枚の画像を重ね合わせ、自由変形機能を
利用して、2つの図柄が一致するようにした。
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Fig.4比較分析するために解像度を落とした画像
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白L*a*b*表色系による色差の表現方法
(引用:http://www.konicaminoltajp/instruments/knowledge/cololypartl/11.html)
陶板の顕微鏡写真
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